
(57)【要約】

【課題】　簡単な構造かつ低コストで発光部の照射をム

ラなく均一に行なえるようにする。

【解決手段】　透明なシート状の樹脂素材１０の一側面

を巾広の発光部１とし、この発光部１から複数の分岐す

る導光路２～５を形成するように樹脂素材１０を切断し

かつ折り曲げ、これら導光路２～５の端部を集束させ、

この集束個所を点光源からの光の受光部６とし、導光路

２～５の長さを均一とした。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 明 な シ ー ト 状 の 樹 脂 素 材 の 一 側 面 を 巾 広 の 発 光 部 と し 、
　 こ の 発 光 部 か ら 複 数 の 分 岐 す る 導 光 路 を 形 成 す る よ う に 樹 脂 素 材 を 切 断 し か つ 折 り 曲 げ
、
　 こ れ ら 導 光 路 の 端 部 を 集 束 さ せ 、
　 こ の 集 束 個 所 を 点 光 源 か ら の 光 の 受 光 部 と し 、
　 前 記 導 光 路 の 長 さ を 均 一 と し た こ と を 特 徴 と す る 照 明 装 置 の 導 光 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 導 光 路 の 端 部 を 全 て 集 束 さ せ ず に プ リ ズ ム を 介 し て 光 を 各 端 部 に 入 射 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 照 明 装 置 の 導 光 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 発 光 部 の １ 又 は ２ 個 所 以 上 を 折 り 曲 げ て 非 直 線 的 な 照 射 と し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 照 明 装 置 の 導 光 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 点 光 源 か ら 巾 の 広 い 照 明 に 変 換 す る 照 明 装 置 の 導 光 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 点 光 源 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） か ら 発 す る 光 を 側 面 に 受 け て 面 状 発 光 さ せ 、 こ の 発 光 に よ っ て
液 晶 パ ネ ル を 照 明 す る 導 光 体 （ 板 ） が 知 ら れ て い る 。 こ れ は 、 導 光 体 を 薄 い 可 撓 性 部 材 で
形 成 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ に 向 き 合 う 導 光 体 の 側 面 部 分 を 漸 次 厚 み を 持 た せ て 形 成 さ れ た 受 光 部 と し
、 導 光 体 の 表 面 に Ｌ Ｅ Ｄ か ら 発 せ ら れ る 光 の 進 行 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ た 複 数 の 光 散 乱 部
を 備 え た も の で あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ０ ０ ０ ９ ３ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 、 図 ４ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 導 光 体 で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 光 を 入 射 す る 受 光 部 か ら 遠 い 部 分 は 、 受 光 部 か ら 近 い 部 分
よ り も 光 の 照 射 が 弱 く な る 。 し た が っ て 、 導 光 体 の 面 全 体 が 均 一 に 照 射 す る こ と は 難 し か
っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 簡 単 な 構 造 か つ 低 コ ス ト で 、 点 光 源 か ら 入 射 さ れ た 光 を 巾 広 の 照
射 面 か ら 均 一 に 照 射 で き る 照 明 装 置 の 導 光 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 透 明 な シ ー ト 状 の 樹 脂 素 材 の 一 側 面 を 巾 広 の 発
光 部 と し 、 こ の 発 光 部 か ら 複 数 の 分 岐 す る 導 光 路 を 形 成 す る よ う に 樹 脂 素 材 を 切 断 し か つ
折 り 曲 げ 、 こ れ ら 導 光 路 の 端 部 を 集 束 さ せ 、 こ の 集 束 個 所 を 点 光 源 か ら の 光 の 受 光 部 と し
、 前 記 導 光 路 の 長 さ を 均 一 と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 透 明 な シ ー ト 状 の 樹 脂 素 材 の 一 側 面 を 巾 広 の 発 光 部 と し 、 こ の 発 光 部
か ら 複 数 の 分 岐 す る 導 光 路 を 形 成 す る よ う に 樹 脂 素 材 を 切 断 し か つ 折 り 曲 げ 、 こ れ ら 導 光
路 の 端 部 を 集 束 さ せ 、 こ の 集 束 個 所 を 点 光 源 か ら の 光 の 受 光 部 と し 、 前 記 導 光 路 の 長 さ を
均 一 と し た の で 、 発 光 部 か ら 均 一 な 照 射 が 可 能 と な り 、 構 造 と し て も シ ー ト を 切 断 し 、 折
り 曲 げ 加 工 す る だ け の も の で き わ め て 簡 単 と な り 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と も で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 以 下 に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 示 す 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 透 明 な シ ー ト 状 の 樹 脂 素 材 １ ０ の 一 側 面 を 巾 広 （ こ の
例 で は 直 線 的 な 帯 状 ） の 発 光 部 １ と し 、 こ の 発 光 部 １ か ら 複 数 の 分 岐 す る 導 光 路 ２ ～ ５ を
形 成 し て あ る 。 こ れ ら の 導 光 路 ２ ～ ５ の 形 成 は 、 １ 枚 の シ ー ト 状 の 樹 脂 素 材 １ ０ を 切 断 加
工 し て ４ つ の 導 光 路 ２ ～ ５ を 形 成 し 、 こ れ ら 導 光 路 ２ ～ ５ を 同 一 方 向 へ 折 り 曲 げ 、 途 中 か
ら 折 り 返 し 、 各 導 光 路 ２ ～ ５ の 端 部 を 集 束 さ せ 、 こ の 集 束 個 所 を Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 点 光 源 か ら
の 光 の 受 光 部 ６ と し た 。 前 記 各 導 光 路 ２ ～ ５ の 長 さ は 均 一 と し た 。 前 記 樹 脂 素 材 １ ０ と し
て は 、 厚 さ ０ ． ３ ｍ ｍ ～ １ ． ０ ｍ ｍ 程 度 の ア ク リ ル 樹 脂 が 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ の 実 施 形 態 は 、 樹 脂 素 材 １ ０ を 切 断 加 工 し て 形 成 さ れ た 導 光 路 ２ ～ ５ を 、 左 右 に 折
り 曲 げ た 後 に 中 央 に そ れ ら 端 部 を 集 束 さ れ た も の で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で も 各 導 光 路 ２ ～
５ の 長 さ は 均 一 に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 各 導 光 路 ２ ～ ５ の 端 部 を 全 て 集 束 さ せ ず 、 左 右 の ２ ヶ の 端 部
同 士 を 集 束 さ せ 、 ２ ヶ 一 対 の 端 部 の 間 に プ リ ズ ム ７ を 設 け 、 こ の プ リ ズ ム ７ に Ｌ Ｅ Ｄ な ど
の 光 を 入 射 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 発 光 部 １ を 直 線 的 な 帯 状 と せ ず 、 中 央 部 分 で 折 り 曲 げ 、 ２ 方
向 の 照 射 方 向 を 得 る よ う に し た も の で あ る 。 こ の 発 光 部 １ を 複 数 個 所 折 り 曲 げ て ジ グ ザ グ
状 の 照 射 と す る こ と も で き 、 円 弧 状 の 折 り 曲 げ に よ り Ｓ 字 状 の 照 明 も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 の い ず れ も 、 入 射 光 を 発 光 部 １ か ら 照 射 す る と き に ム ラ な く 均 一 に 照
射 さ せ る た め 、 各 導 光 路 ２ ～ ５ の 長 さ を 均 一 に し た が 、 よ り 一 層 の 均 一 性 を 求 め る な ら ば
、 各 導 光 路 ２ ～ ５ の 幅 や 厚 み も 均 一 と し た 方 が よ い 。 な お 、 図 示 し た 実 施 形 態 で は 、 導 光
路 ２ ～ ５ を ４ つ と し た が 、 ２ つ 以 上 で あ れ ば よ く 、 ５ つ 以 上 と す る こ と も 勿 論 で き る 。 こ
の よ う な 導 光 体 は 、 広 告 用 の イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 、 歩 道 用 案 内 標 識 、 電 子 機 器 用 、 自 動 車 用
な ど 種 々 の 用 途 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 １ 　 　 発 光 部
　 ２ ～ ５ 　 導 光 路
　 ６ 　 　 受 光 部
　 １ ０ 　 樹 脂 素 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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